
コ
ロ
ナ
危
機
に

コ
ロ
ナ
危
機
に克

つ

生産性新聞生産性新聞
　
Ｊ
Ｒ
東
海
（
東
海
旅
客
鉄
道
）
新
幹
線
鉄
道

事
業
本
部
長
の
大
山
隆
幸
取
締
役
常
務
執
行
役

員
は
、生
産
性
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
、

東
海
道
新
幹
線
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
整
備
を
加
速

さ
せ
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
契
機
に
普
及
し
た
テ

レ
ワ
ー
ク
や
ウ
ェ
ブ
会
議
な
ど
の
新
し
い
働
き

方
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
、
駅
か
ら
車
内
ま

で
シ
ー
ム
レ
ス
に
提
供
す
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
客
が

７
割
を
占
め
る
新
幹
線
の
特
徴
に
磨
き
を
か

け
、
利
用
客
の
Ｖ
字
回
復
を
目
指
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
利
用
客

の
減
少
に
つ
い
て
、
大
山

氏
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
客
と
観

光
客
で
は
、
減
少
す
る
と

き
は
同
じ
レ
ベ
ル
の
イ
ン

パ
ク
ト
が
あ
る
が
、
観
光

客
は
感
染
が
落
ち
着
く
と

急
速
に
回
復
す
る
の
に
対

し
、
ビ
ジ
ネ
ス
客
は
戻
り

が
遅
い
」
と
話
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
仕
事

の
仕
方
が
定
着
し
、
移
動

し
て
現
地
を
訪
問
す
る
仕

事
が
厳
選
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
出
張
の

機
会
は
大
き
く
減
っ
て
い

る
た
め
だ
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
航
空

機
や
高
速
列
車
な
ど
の
長

距
離
移
動
サ
ー
ビ
ス
に
と

っ
て
、
出
張
客
を
囲
い
込

む
こ
と
は
最
重
要
課
題

だ
。東
海
道
新
幹
線
で
は
、

２
０
２
１
年
�
月
か
ら
、

Ｅ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
会
員
を
対

象
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
向
け
「
Ｓ
　
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ

車
両
」
の
導
入
や
ワ
ー
ク

ス
ペ
ー
ス
事
業
「
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
　
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
」

を
提
供
し
て
い
る
。ま
た
、

駅
待
合
室
に
は
誰
で
も
使

え
る
無
料
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ー
ナ
ー
を
整
備
し
た
。

　
「Ｓ
　
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
車
両
」

の
「
Ｓ
」
は
、
新
幹
線
で

シ
ー
ム
レ
ス
に
仕
事
を
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意

味
を
込
め
て
名
付
け
た
。

「
の
ぞ
み
」
７
号
車
を
、

モ
バ
イ
ル
端
末
を
気
兼
ね

な
く
使
っ
て
仕
事
を
進
め

た
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
さ
せ

た
。
通
信
環
境
の
拡
充
の

た
め
、
Ｎ
７
０
０
Ｓ
の
７

号
車
と
８
号
車
で
は
、
従

来
の
約
２
倍
の
通
信
容
量

を
備
え
た
新
し
い
無
料
ワ

イ
フ
ァ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
順

次
導
入
し
た
。

　
「
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
　

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
」
は
、
主
要
駅

の
一
部
に
個
室
の
ワ
ー
ク

ス
ペ
ー
ス
（ボ
ッ
ク
ス
型
）

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

東
京
駅
直
結
の
「
丸
の
内

中
央
ビ
ル
」
に
個
室
や
会

議
室
を
備
え
た
ワ
ー
ク
ス

ペ
ー
ス
（
オ
フ
ィ
ス
型
）

を
展
開
。
Ｅ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス

会
員
を
対
象
に
有
料
で
提

供
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
今
春
か
ら
、
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
の
拡
充
に
踏

み
切
っ
て
い
る
。
Ｎ
７
０

０
Ｓ
の
７
号
車
と
８
号
車

の
間
の
デ
ッ
キ
部
分
に
個

室
タ
イ
プ
の
「
ビ
ジ
ネ
ス

ブ
ー
ス
」
を
試
験
的
に
導

入
。室
内
に
は
テ
ー
ブ
ル
、

ハ
イ
チ
ェ
ア
、
コ
ン
セ
ン

ト
な
ど
を
整
備
し
、
一
時

的
な
打
ち
合
わ
せ
や
、
ウ

ェ
ブ
会
議
、
電
話
な
ど
に

活
用
し
て
も
ら
う
。
５
月

９
日
か
ら
順
次
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
て
お
り
、
当
該

列
車
の
運
行
は
当
日
の
朝

に
Ｊ
Ｒ
東
海
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
告
知
す
る
。

　
ま
た
、
駅
待
合
室
内
の

半
個
室
タ
イ
プ
の
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
設
置
し
て
い

た
東
京
駅
、
名
古
屋
駅
、

新
大
阪
駅
に
加
え
、
�
年

７
月
ご
ろ
を
め
ど
に
、
品

川
駅
、
新
横
浜
駅
、
京
都

駅
に
新
設
す
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
東
海
道
新
幹
線
の

全
て
の
「
の
ぞ
み
」
停
車

駅
の
待
合
室
で
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ー
ナ
ー
が
活
用
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、

�
年
９
月
ご
ろ
に
は
、
東

京
駅
と
名
古
屋
駅
に
追
加

整
備
す
る
予
定
だ
。

　
大
山
氏
は
「
新
幹
線
の

事
業
本
部
を
担
当
し
て
い

る
立
場
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ

ス
客
に
戻
っ
て
き
て
い
た

だ
く
た
め
に
知
恵
を
絞
る

こ
と
が
、
コ
ロ
ナ
危
機
に

克
つ
た
め
に
最
も
大
事
な

こ
と
だ
。
こ
れ
か
ら
も
、

『
東
海
道
新
幹
線
で
移
動

す
る
と
仕
事
が
は
か
ど

る
』
と
実
感
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
乗
車
前
、
乗

車
中
、
降
り
た
後
も
、
仕

事
を
し
や
す
い
環
境
整
備

の
拡
充
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

（
詳
報
２
面
）

日本生産性本部は
ＳＤＧｓの達成に
貢献します

　
神
奈
川
県
生
産
性
本
部

は
４
月
�
日
、
第
�
期
生

産
性
「
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・
ク
ラ
ブ
」
朝
食
会

の
４
月
例
会
を
、
横
浜
市

内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
し

た
。

　
当
日
は
横
浜
市
政
の
今

後
の
方
向
性
を
テ
ー
マ
に

山
中
竹
春
・
横
浜
市
長
が

講
演
し
た
（
＝
写
真
）
。

　
冒
頭
、
山
中
氏
は
、
令

和
４
年
度
の
市
政
運
営
の

基
本
方
針
を
「
感
染
症
対

策
の
さ
ら
な
る
強
化
（
感

染
症
対
策
の
強
化
と
横
浜

経
済
の
回
復
）
」
と
「
誰

も
が
自
分
ら
し
さ
を
発
揮

し
、
い
き
い
き
と
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

街
の
実
現
」
と
定
め
、
コ

ロ
ナ
専
門
病
院
の
開
設
や

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
加
速
化

な
ど
の
感
染
症
対
策
を
強

化
し
た
と
述
べ
た
。

　
横
浜
経
済
の
回
復
に
向

け
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
機

に
事
業
転
換
等
を
図
る
事

業
者
を
支
援
す
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
別
資
金

の
創
設
な
ど
に
よ
る
中
小

企
業
へ
の
支
援
や
、
雇
用

機
会
の
創
出
・
就
職
支

援
、
「
横
浜
市
観
光
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
戦
略
の
策
定
」
な
ど

の
観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
支
援

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を

説
明
し
た
。

　
横
浜
市
の
２
０
２
２
年

１
月
１
日
時
点
の
推
計
人

口
は
３
７
７
万
２
０
２
９

人
と
、
前
年
同
期
と
比
べ

て
４
２
５
７
人
減
少
し

た
。

　
「
人
口
動
態
が
前
年
か

ら
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
の

は
戦
後
初
め
て
だ
。
今
後

は
、
高
齢
化
の
進
展
に
よ

る
社
会
保
障
経
費
の
増
加

や
、
人
口
減
少
に
よ
る
市

税
収
入
の
減
少
が
見
込
ま

れ
る
。
人
口
減
少
を
真
正

面
か
ら
受
け
止
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
厳
し
い
時
代

に
入
っ
た
。
歳
出
改
革
は

も
ち
ろ
ん
行
う
が
、
一
方

で
、
人
口
を
増
や
す
取
り

組
み
も
必
要
だ
。
そ
の
た

め
、
『
暮
ら
し
や
す
く
、

誰
も
が
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
―
Ｂ
Ｅ

Ｉ
Ｎ
Ｇ
を
実
現
で
き
る
ま

ち
』
『
人
や
企
業
が
集

い
、
つ
な
が
り
、
新
し
い

価
値
を
生
み
出
し
続
け
る

ま
ち
』
『
市
民
生
活
や
都

市
を
支
え
る
基
盤
づ
く

り
』
の
三
つ
の
コ
ン
セ
プ

ト
で
予
算
を
編
成
し
て
お

り
、
今
後
、
中
期
計
画
も

作
成
し
て
い
く
」
と
強
調

し
た
。

　
ま
た
、
「
デ
ジ
タ
ル
の

恩
恵
を
す
べ
て
の
市
民
、

地
域
に
行
き
わ
た
ら
せ
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
都
市
を
つ

く
る
」
を
基
本
目
標
と
す

る
「
横
浜
Ｄ
Ｘ
戦
略
」（仮

称
）
を
策
定
す
る
こ
と
に

ふ
れ
、
「
基
本
的
に
す
べ

て
の
手
続
き
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。
住
民
票
や
戸
籍

謄
本
、
給
付
金
の
申
請
な

ど
、
利
用
頻
度
の
高
い
申

請
を
ト
ッ
プ
ス
ピ
ー
ド
で

デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
く
。

Ｄ
Ｘ
は
便
利
さ
を
実
感
し

て
も
ら
う
こ
と
が
重
要

だ
」
と
述
べ
た
。
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